２０１２年12月1日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第６章４０～４７節

・勉強：第２章５７、５９、６０、６７節
　聖典の勉強には二つの目的があります。
ひとつはインド哲学がどういうものかを知ること、つまり知的好奇心を満たすためです。
これはこれで良いことなのですが、より重要なのは各人が聖典の教えを自分の人生と関連付けて勉強、理解することです。
たとえば馬車には砂糖や蜂蜜などが積まれていても、馬はただ馬車を引いてそれらを運ぶだけで、食べることはしません。

ただ運ぶだけで、自分たちが何を運んでいるのか、それはどんな味がするのかを知りません。
聖典をただ頭で哲学的に理解して、自分たちの人生との関係性という視点から学び実践しないなら、馬車を引く馬と同じです。何も結果は出ません。
これまでバガヴァッド・ギーター第2章の安定した知性 (Sthitaprajna)について説明してきましたが、

この状態には一朝一夕では到達できません。

不断の努力が必要ですが、それでもなお前進することもあれば、時には後退もします。
そうしながら、少しずつゴールに近づいてゆくのです。

皆さんトレッキング(山歩き)をご存知ですね。

霊的生活も同じで、いきなり目的地に到達することはできません。
霊的実践には幅跳びも高跳びもありません。一歩ずつゆっくりと前進するのです。

安定した知性 (Sthitaprajna)とは悟りであり、至福ですが、ここに到達するためにどのような戦いが必要か、バガヴァッド・ギーターには説明されています。
ラーマクリシュナの高弟スワミ・ブラマーナンダジが信者に、「マハラジ、私に簡潔な霊的助言を下さい」と求められた時、その答えは一言「戦え、戦え、戦え」でした。

瞑想でも、祈りでも、識別でもなく、戦い(Struggle)でした。

道徳的になりたいなら戦え、霊的になりたいなら戦え、理想的になりたいなら戦え、ということであり、魔法を使って突然悟ることはできません。
心がどのようにして安定した状態に入れるのか、バガヴァッド・ギーターに説明されています。

心がどうして落ち着かず、苦しみ、悲しみ、ストレス、否定的、鈍重、タマス、ラジャスの状態になるのか、本来心は静かなはずなのに我々の場合はなぜサットワの割合が低く、タマス、ラジャスが優勢なのか、それには二つの理由があるとバガヴァッド・ギーターは教えてくれます。
ひとつは、我々の感覚は強烈であり、それが心に影響するから。
感覚が強烈だとは、我々の感覚は絶えずその対象に強く引き付けられる、という意味です。
もうひとつの理由は、心それ自体の問題です。

我々誰しも欲望を持っており、欲望が風、心が湖だとすると、風が静かな湖面を波立たせるように、欲望は心を落ち着かなくさせます。

また喜びの状況にあれば心は喜び、苦しみの状況では心も苦しみます。

しかし識別すれば、我々の置かれている状況と我々の心は別物だとわかります。

もし望むなら識別によって、我々は状況による影響を免れることができます。

まとめると、心が落ち着かない原因は、ひとつは感覚の強烈さによる影響、心自体の問題としては、欲望による影響、そして状況と心の誤った同一視です。
第2章60節を見て下さい。

クンティー妃の息子(アルジュナ)よ！人の感覚の欲求は抑えることが難しく、まことに強烈であって、時には賢者の心をすら奪い去ってしまうことがある。

心が落ち着かない第1の原因、感覚の強烈さの影響について述べているのがこの60節です。

普通の人は自分の感覚が対象に強烈に向かっても、それが自然だと考えます。
いっぽう識別の実践者はそれを当然とは思わず、感覚が対象に向かうのを抑制しようとします。
しかしこのような求道者にとっても、感覚の力は激烈で、強引に抑制力を打ち負かしてしまうことがあります。
感覚の力がどれほど強烈か普通の人はわからず、求道者だけが身をもって知っています。
霊的実践をしていない人には、この60節の本当の意味は分かりません。

先程聖典を自分の生活と関連付けて理解しなさい、と言ったのはこういう意味です。

耳、鼻、眼、皮膚、舌、すべての感覚についてこの60節は指摘しています。

時には賢者をも圧倒する感覚の力ですから、もちろん我々は後退することもあります。
このような時には「やめないで頑張ろう」、「逃げないで立ち向かえ」というポジティヴな言葉を心に思って下さい。挫折することが何度もあるかもしれませんが、失望せずにまた立ち向かって下さい。
この60節は霊的実践の過程で、我々が何度も経験するであろう躓きに対する警告であり、躓いたとしても、我々が進むべき道は他にはない、とバガヴァッド・ギーターは教えています。

めげずに何度でも挑戦してください。これが霊的生活におけるトレッキングです。

バガヴァッド・ギーターでは「貴方は貴方の敵、貴方は貴方の友」、とも述べられています。
バガヴァッド・ギーターは、この点については楽観主義です。

次に第2章67節を見て下さい。
人の感覚が対象物を求めて揺れ動くと、心もそれにつられてさ迷うこととなる。ちょうど水の上の小船が、風に吹き流されてしまうように。

現代はパワーボートがありますが、昔の船は帆で風を受けて航行していました。
風が強いと、目的地に到達するのは困難になります。

同様に感覚が対象に向いていても、心まで感覚に従ってしまうと、やっかいなことになります。

今問題にしているのは感覚、感覚の対象、心、の3つです。

眼で美しい景色を見る、耳で美しい音を聴く、鼻で良い香を嗅ぐ、皮膚で良い肌触りのものに触れる、舌で美味しいものを味わう等、感覚がその対象に向かうのは自然です。

しかし識別していない普通の人は、心まで感覚に従ってしまいます。
求道者は心が感覚に引きずられないよう、抑制します。

心が物質的、世俗的だった場合、その抑制は困難です。
賢者は心を良い心と悪い心、静かな心と落ち着かない心に分けることができ、良い心で悪い心を、静かな心で落ち着かない心をコントロールします。心を2つに分ける必要があります。
感覚は5つありますが、そのすべての感覚をコントロールする必要があります。
視覚だけ、味覚だけではなく５つの感覚すべてです。

鹿は美しい音が好きです。狩人は鹿を捕えるため、笛で美しいメロディーを吹きます。

鹿はその美しい音に引き寄せられ、狩人に近づいて行き、ついには捕えられ殺されてしまいます。
そうなってしまった原因は、鹿が耳の感覚をコントロールできなかったからです。
雄象は雌象に触れるのが好きです。狩人は訓練された雌象を使って、雄象をおびき寄せます。

雄象は雌象に近づいて行って、猟師の仕掛けた罠に捕えられ、自由を失います。

雄象は皮膚の感覚をコントロールできなかったのです。

魚は餌を求めて泳いでいます。餌だと思って食いつくとそれは漁師の釣り針で、魚は吊り上げられてしまいます。

ひとつの感覚だけでなく、すべての感覚をコントロールしなければ霊的に進めない、ということには例外はありません。

落ち着かない心の原因として感覚の影響についてお話ししましたが、心自体の問題としては欲望がひとつの原因であり、もうひとつの原因が状況と心の同一視です。

第2章５７節を見て下さい。

悪を見ても嫌悪せず、善を見ても愛慕せず、好悪の感情を超えた人こそが、完全智識(=般若の智慧)を得た人なのである。

普通の人には人や物に対する執着が沢山ありますが、安定した幸せの状態にある人は執着が全くなく、これが理想です。
無執着とは、ある時に限って、ある状況に限って、ある対象に限ってではなく、いつでも、どこでも、何に対してでも執着のない状態を言います。

57節で「好悪の感情を超えた」とありますが、ひとつだけ例外があり、それは「神に対する愛」です。

有名なギーターの注釈者マドゥスダン・サラスワティは、一般の人はこの57節を「誰を愛することもしない」と解釈しがちだがそれは誤りで、神に対する愛は持たなければならない、と言っています。
たとえば自分の家族に対する愛はもちろんあったほうがいいのですが、それがこの57節と矛盾しないためには、人間関係を霊的に捉え直す(Spiritualizing)ことが必要です。
つまり、自分の家族の中にも神が居る、という観点から家族を愛するのです。
そうではない普通の人間関係、つまり血縁関係、婚姻関係だけを基盤とした愛は霊的ではなく世俗的であり、執着、束縛、無知、苦しみ、悲しみが生じます。

もうひとつ考えなければならないのは、家族、親戚、友人との関係は今生限りであるのに対し、神との関係は永遠だということです。

来世ではどんな人と人間関係を持つか、まったくわかりません
ヴェーダーンタ協会の11月例会でのテーマは、「どのように良く長く生きるか」でした。

現代人は長命で退職後の人生も長いですが、必ずしも皆が意味のある人生を送っているとは言えないようです。毎日のスケジュールは、起床、新聞、食事、テレビ、就寝で、翌日も翌々日も同じです。

また年齢を重ねる程、家族、親戚や知人との関係は希薄になっていきます。
昔は大家族が同居していたので、この問題はなかったのですが、現在は皆核家族です。
老後は子供たちも独立し、老夫婦二人きりになりますが、同じ家に住んでいても夫婦の関係は密ではなく、たまに孫が遊びに来た時に一緒に食事をする程度です。

連れ合いが亡くなると、その時は非常に悲しく感じ、相手との関係が永遠ではなく今生のものだったとわかりますが、その後は強い孤独感を味わいます。
ですから「人間関係は一時的、神との関係は永遠」だということを理解し、前もって心の準備をしておかないと、年を取ってからではいざという時に対応できません。

ラーマクリシュナの福音の中に、田舎から都会の金持ちの家に出稼ぎに来たメイドの話があります。

彼女は主人の家の子を「我が子よ」と呼んでかわいがりますが、自分の本当の子供は田舎に置いてきていることを知っています。
「悪を見ても嫌悪せず、善を見ても愛慕せず」は先程説明した、状況と心の同一視ということと関係します。

「喜びの状態にあっても喜ばず、苦しみの状態にあっても苦しまず」、これが可能な賢者は状況と心が別物であることを理解しています。この部分について別の注釈があります。

妻や子供などは自分の喜びの源です。
人は往々にして、自分の喜びの源である妻や子供などを、他人の前で褒めてしまいます。

このことが及ぼす影響には、心理学的に深い意味があります。

聞かされた方も1回だけではそれほど気に留めませんが、それが何回も続くとあまり気分良くはありません。口には出しませんが、内心ではうんざりしています。

そして発言者がいないところで、彼を批判します。
マドゥスダン・サラスワティは、「賢い人は他人の前で身内を褒めない」と言っています。
さらに問題なのは、話を聞かされた人の心に嫉妬心が芽生える可能性がある、ということです。

たとえばある学者の前で、その場にはいない別の学者を賞賛したとします。
聞かされた学者には嫉妬の感情が生まれます。賞賛とは逆の批判の言葉も慎むべきです。

批判する側の動機としては、それによって相手の過ちを正したい、という思いがありますが、結果的には逆効果です。

賞賛、批判どちらも避けた方がいいですが、それを聞かされている側に否定的な結果をもたらすだけではなく、賞賛、批判する当人もそうすることによって心が落ち着かなくなります。

マドゥスダン・サラスワティによると、「悪を見ても嫌悪せず、善を見ても愛慕せず」は「批判せず、賞賛せず」につながります。
次に59節を見て下さい。

禁欲する人にとって、確かに快楽の対象はなくなるであろうが、それを求める気持ちは依然として残るであろう。しかし至高者を見ることで、その気持ちすら消えてしまうのだ。
欲望はすべてなくならなければなりませんが、これには深い意味と浅い意味があります。
断食している人には、食事に対する欲望はなくなっているでしょうか？

長い間他人の笑顔を見ていない人には、笑顔を見たいという欲望はなくなっているでしょうか？

お年寄りは食べ物を消化する能力は衰えていますが、食欲はなくなっているでしょうか？

答えはいずれもNOです。

浅い意味ではいずれも、食べておらず、笑顔も見ていませんが、楽しみに対する欲望はなくなっていません。欲望を満たすことはしていませんが、欲望自体は残っています。

満たしたい欲望があっても、それを実行した時の他人からの批判や、法的、社会的圧力を考えて、思い止まります。これは一応抑制ですが、浅いレベルの抑制です。心の中には欲望が残っています。
外からはわかりませんが、潜在意識にはすべて残っており、たまに瞑想の時などそれが浮かび上がってきます。またある状況のもとで、不意にそれが現われることがあります。

たとえ潜在意識下であっても欲望がある限り、安定した幸せは得られません。

潜在意識からも欲望を消し去らなければならず、これは大変難しいことです。

もちろん普通の人は、こんなことは何も気にしていませんが、安定した幸せを求める人はそこまで考えなければなりません。59節のRasaとは願望のことであり、英語ではTasteに当たります。
欲望を満たす行為はしていなくても、潜在意識の中にRasaが残っており、それはまるで植物の種のようにある時突然芽を出す可能性を残しているのです。
たとえば視覚、聴覚に障害のある人だからといって、見たい、聴きたいという欲望はないでしょうか？そんなことはありませんし、潜在意識の中に欲望が残っている限り、心は完全には清まりません。
ではどうすればその潜在意識から、欲望を根こそぎ取り除けるでしょうか？

瞑想だけでは不可能です。

59節に「至高者を見ることで」とありますが、つまりは神を悟ることであり、ただこれだけで潜在意識にある欲望の種を燃やし尽くすことができるのです。

悟りとは「自分の本性=神の本性」を悟ることであり、これによってすべての欲望がなくなります。

なぜなら至高者(Param)とは、それ以上のものがない「最高の」喜びであり、それを知ってしまえばそれ以外の喜びを求めなくなります。
この喜びは一時的でなく永遠、有限ではなく無限の喜びであり、「至福」です。

至福を経験すると、日常の感覚の喜びは非常に小さいものに感じられます。

億万長者は普通のサラリーマンの月給には関心がありませんし、大きな宮殿の主は小屋に住みたいとは思いません。

我々の多くは大きな宮殿ではなく、小屋に住みたがっているようなものです。
ラーマクリシュナの福音の中に次のような話があります。

大量の米を保管している倉庫では、鼠によって米が食い荒らされるのを防ぐため、僅かな量の米を乗せた皿を鼠の出現する場所に置いておきます。

鼠は大量に貯蔵されている米には目もくれず、皿の上の少量の米を食べて満足します。

至福を求めず世俗的な喜びで満足している我々は、この鼠のようなものです。

普通の人は至福が存在することを知りませんし、その存在を知っている少数の人の中でもそれを求める人はさらに稀です。

バガヴァッド・ギーターの中に、「至福を知った者は他に何も求めなくなる」という言葉があります。

そして重要なのは、この至福の源は我々一人一人の中にあることです。
外に求めず、内側を探して下さい。内なる自己の本性はサッチダーナンダであり至福です。
シャンカラ・チャーリヤの有名な賛歌があります。
「私はシバ、私はシバ、私はサッチダーナンダ」。

絶えず心の中でこれを唱えると、心は落ち着きます。
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